
 

 福知山市告示第９４号 

 

 

 

地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２第１項後段の規

定に基づき、令和３年１０月１日から令和４年３月３１日までの期間における

病院事業の業務状況を次のとおり公表します。 

 

 

  令和４年６月１日 

 

 

 

 

福知山市長  大 橋 一 夫     

 

 

 

 



1 事業の概況

2 経理の状況

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 6,990,676,647  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 1,298,693,185  受取利息､他会計負担金､補助金､院内保育所収益、長期前受金戻入、その他医業外収益

3 看護学校収益 75,125,037  入学金収益､授業料収益､受験手数料収益、他会計負担金､その他看護学校収益

4 訪問看護収益 12,787,731  訪問看護収益、居宅介護支援収益

5 特 別 利 益 22,898,271  その他特別利益

8,400,180,871 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 7,903,698,427  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 709,825,719  支払利息､院内保育所費､長期前払消費税償却､雑支出

3 看護学校費用 48,246,813  給与費、経費、減価償却費、資産減耗費

4 訪問看護費用 21,992,671  給与費、経費

5 特 別 損 失 57,361,356  過年度損益修正損、その他特別損失

8,741,124,986 合 計

収 益

科 目

合 計

費 用

科 目

令和３年度  下半期福知山市病院事業収支計算書

市立福知山市民病院本院の当期末の延べ患者数は、入院は 56,404人（一日平均 309.9人）

となり前年度同期に比し 1,565人（一日平均 8.6人）の減少、外来は 119,112人（新型コロ

ナウイルスワクチン接種者を除く。）（一日平均 992.6人）となり、前年度同期に比し

3,084人（一日平均 33.7人）の増加となりました。

設備関係につきましては、救命救急棟医療情報システム、整形外科の手術支援ロボット、

中央材料室の滅菌器をはじめとした医療機器等の整備・更新を進めました。

収支につきましては、前年度同期に比し診療収入が1.8ポイントの増となりましたが、薬品

費等の材料費や修繕費等の経費が増加したことなどにより、当期は 319,480,742円の純損失

となりました。上半期分の純利益と合わせると年間では 400,018,535円の当年度純利益を計

上しました。

大江分院の当期末の延べ患者数は、入院は 10,267人（一日平均 56.4人）となり前年度同

期に比し 609人（一日平均 3.3人）の減少、外来は 6,990人（新型コロナウイルスワクチン

接種者を除く。）（一日平均 58.3人）となり前年度同期に比し 598人（一日平均 4.4人）の

減少となりました。

収支につきましては、患者数の減少等により診療収入が前年度同期比9.5ポイント減少し、

給与費や減価償却費は減少したものの、修繕費等の経費が増加し、当期は 21,463,373円の純

損失となりました。上半期分の純利益と合わせると年間では 17,903,130円の純利益を計上し

ました。

福 知 山 市 病 院 事 業 業 務 状 況 報 告 書

（令和３年１０月１日～令和４年３月３１日）

　この結果、病院事業全体では 417,921,665円の当年度純利益を計上しました。



（内　訳）　本院分

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 6,710,102,909  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 1,178,316,956  受取利息､他会計負担金､補助金､院内保育所収益、長期前受金戻入、その他医業外収益

3 看護学校収益 75,125,037  入学金収益､授業料収益､受験手数料収益、他会計負担金､その他看護学校収益

4 特 別 利 益 17,424,620  その他特別利益

7,980,969,522 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 7,501,897,306  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 694,205,610  支払利息､院内保育所費､長期前払消費税償却､雑支出

3 看護学校費用 48,246,813  給与費、経費、減価償却費、資産減耗費

4 特 別 損 失 56,100,535  過年度損益修正損、その他特別損失

8,300,450,264 

（内　訳）　大江分院分

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 収 益 280,573,738  入院収益、外来収益、他会計負担金、その他医業収益

2 医 業 外 収 益 120,376,229  受取利息、他会計負担金､補助金､長期前受金戻入、その他医業外収益

3 訪問看護収益 12,787,731  訪問看護収益、居宅介護支援収益

4 特 別 利 益 5,473,651  その他特別利益

419,211,349 

（単位　円）

金 額 備 考

1 医 業 費 用 401,801,121  給与費､材料費､経費､減価償却費、資産減耗費、研究研修費

2 医 業 外 費 用 15,620,109  支払利息､長期前払消費税償却､雑支出

3 訪問看護費用 21,992,671  給与費、経費

4 特 別 損 失 1,260,821  過年度損益修正損

440,674,722 合 計

科 目

合 計

収 益

費 用

科 目

合 計

収 益

科 目

合 計

費 用

科 目



令和３年度  下半期福知山市病院事業貸借対照表

（単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 15,498,562,877 1 企業債(固定負債） 7,380,566,339 

2 投資その他の資産 335,610,911 2 引 当 金 （ 〃 ） 986,713,801 

3 現 金 預 金 6,619,446,578 3 企業債(流動負債） 818,855,202 

4 未 収 金 2,579,087,261 4 未 払 金 1,155,969,598 

5 貯 蔵 品 36,168,481 5 未 払 費 用 8,951,500 

6 前 払 費 用 1,104,740 6 預 り 金 57,323,122 

7 貸倒引当金(△) 3,507,411 7 引当金(流動負債) 377,828,000 

8 長 期 前 受 金 1,531,438,743 

9 自 己 資 本 金 5,049,163,092 

10 資 本 剰 余 金 7,380,195,999 

11 利 益 剰 余 金 660,412,156 

12 当 期 純 利 益 △ 340,944,115 

25,066,473,437 25,066,473,437 

（減価償却累計額　13,241,382,428 円） （長期前受金収益化累計額　4,258,238,997 円）

（内訳）本院分 （単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 14,759,734,219 1 企業債(固定負債） 7,009,449,494 

2 投資その他の資産 312,283,081 2 引 当 金 （ 〃 ） 928,714,571 

3 現 金 預 金 6,357,978,610 3 企業債(流動負債） 785,814,351 

4 未 収 金 2,450,289,828 4 未 払 金 1,123,245,041 

5 貯 蔵 品 36,168,481 5 未 払 費 用 7,900,587 

6 前 払 費 用 1,088,900 6 預 り 金 57,223,472 

7 貸倒引当金(△) 3,507,411 7 引当金(流動負債) 352,024,000 

8 長 期 前 受 金 1,271,045,983 

9 自 己 資 本 金 5,049,163,092 

10 資 本 剰 余 金 7,278,156,635 

11 利 益 剰 余 金 370,779,224 

12 当 期 純 利 益 △ 319,480,742 

23,914,035,708 23,914,035,708 

（減価償却累計額　12,635,579,801 円） （長期前受金収益化累計額　3,666,845,207 円）

借方科目 貸方科目

合計 合計

借方科目 貸方科目

合計 合計



（内訳）大江分院分 （単位　円）

金 額 金 額

1 有 形 固 定 資 産 738,828,658 1 企業債(固定負債） 371,116,845 

2 投資その他の資産 23,327,830 2 引 当 金 （ 〃 ） 57,999,230 

3 現 金 預 金 261,467,968 3 企業債(流動負債） 33,040,851 

4 未 収 金 128,797,433 4 未 払 金 32,724,557 

5 前 払 費 用 15,840 5 未 払 費 用 1,050,913 

6 預 り 金 99,650 

7 引当金(流動負債) 25,804,000 

8 長 期 前 受 金 260,392,760 

9 自 己 資 本 金 0 

10 資 本 剰 余 金 102,039,364 

11 利 益 剰 余 金 289,632,932 

12 当 期 純 利 益 △ 21,463,373 

1,152,437,729 1,152,437,729 

（減価償却累計額　605,802,627 円） （長期前受金収益化累計額　591,393,790 円）

借方科目 貸方科目

合計 合計



3 企  業  債

（本院分） （単位　円）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

政府企業債 平７年度 2,419,737 0 252,363 2,167,374 

〃 〃10 〃 299,437,142 0 18,536,086 280,901,056 

機構企業債 〃14 〃 394,588,441 0 19,579,127 375,009,314 

〃 〃15 〃 263,472,702 0 11,395,713 252,076,989 

〃 〃16 〃 280,222,374 0 10,835,116 269,387,258 

〃 〃 190,602,715 0 7,369,870 183,232,845 

政府企業債 〃 1,591,891,980 0 49,200,612 1,542,691,368 

機構企業債 〃17 〃 1,162,104,212 0 41,146,337 1,120,957,875 

政府企業債 〃 1,901,578,415 0 56,025,067 1,845,553,348 

機構企業債 〃18 〃 221,321,101 0 7,132,645 214,188,456 

政府企業債 〃 145,094,918 0 3,984,300 141,110,618 

〃 〃28 〃 38,981,821 0 38,981,821 0 

〃 〃29 〃 17,252,156 0 5,750,431 11,501,725 

〃 〃 98,400,000 0 0 98,400,000 

〃 〃30 〃 162,000,000 0 0 162,000,000 

〃 〃 409,093,178 0 81,810,454 327,282,724 

〃 令元 〃 337,751,689 0 48,248,794 289,502,895 

〃 〃２〃 205,900,000 0 0 205,900,000 

銀行等企業債 〃 19,700,000 0 0 19,700,000 

機構企業債 〃３ 〃 0 389,700,000 0 389,700,000 

銀行等企業債 〃 0 64,000,000 0 64,000,000 

7,741,812,581 453,700,000 400,248,736 7,795,263,845 

（大江分院分） （単位　円）

前期繰越高 当期増加高 当期減少高 当期末残高

政府企業債 平11年度 52,646,911 0 2,856,519 49,790,392 

機構企業債 〃15 〃 2,144,546 0 92,756 2,051,790 

〃 〃16 〃 26,477,265 0 1,023,773 25,453,492 

〃 〃26 〃 17,362,287 0 1,001,038 16,361,249 

〃 〃 159,085,828 0 8,335,323 150,750,505 

政府企業債 〃27 〃 162,879,035 0 3,128,767 159,750,268 

420,595,872 0 16,438,176 404,157,696 

8,162,408,453 453,700,000 416,686,912 8,199,421,541 

大江分院分　小計

合計

区分

本院分　小計

区分



 

4 令和４年度 予算概要及び経営方針 

 

  令和４年度福知山市病院事業会計の予算総額は１７，３９８，６００千円で、対前年

度比 ３．７％の増加となりました。収益的支出の内訳は、給与費 ４１．８％、材料費

２６．４％、経費 １９．２％、減価償却費 ７．４％、その他 ５．２％となっておりま

す。資本的支出の内訳は、建設改良費 ４９．１％、企業債償還金 ５０．９％で、建設

改良費の内容は医療機器等の購入費となっております。 

  市民病院は、地域の中核病院として、先進的な医療ニーズに対応できるよう、引き続き医

療スタッフの確保と医療機能の充実に努めます。大江分院は、地域の医療ニーズに合わせ、

一般病床を地域包括ケア病床に転換し、急性期病院の後方支援機能を担い患者の在宅復帰を

支援するとともに、引き続き訪問診療や訪問看護等の在宅医療の充実に努め、地域密着型病

院として運営してまいります。 

 


